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品 名     事故・苦情理由 試 験 項 目         試 験 結 果         

まんじゅう中の

毛髪様異物 

 

 

まんじゅうの餡部

分に練りこまれた

形で毛髪様異物

が発見された。 

外観 

 

マイクロスコープ 

 

 

電子顕微鏡 

 

 

マイクロアナライザー

結果 

 

備考 

長さ約3cm、黒色の毛髪様異物。毛根部分がまんじ

ゅうの餡に埋まっている状態で当所に搬入された。

毛先部分は針状で透明、毛根部分も透明で毛包

組織と思われるものが付着していた。その他の部分

は黒色で太さは約80μmであった。 

小皮紋理（キューティクル）の形状は横行波状であ

った。毛を切断して断面を観察した所、わずかに髄

が認められ、髄指数は約20であった。 

炭素、酸素、窒素、硫黄の元素を認めた。 

毛と推定された。なお、小皮紋理の形状や髄指数

から人毛の可能性が高いと思われた。 

髄指数＝（毛髄の太さ/毛の太さ）×100。髄指数が

30以下であった場合は人毛の可能性がある。 

パン中の異物 

（給食） 

 

給食でパンを食

べていたところ、

口の中でガリッと

した 感触 が あっ

た。取り出したと

ころプラスチック

のような異物が出

てきた。 

外観 

 

マイクロスコープ 

 

 

電子顕微鏡 

マイクロアナライザー

 

赤外分光分析 

 

結果  

備考 

大きさ8×5mm、7×4mm、重さ24mg、16mgの白色

（一部茶褐色）の板状の固い物質2個。 

異物表面に細かい凹凸や窪みが観察された。ま

た、異物先端の一部にささくれた部分が観察され

た。 

異物表面に多数の空洞部分が観察された。 

酸素、炭素、カルシウム、リン、窒素等の元素を認

めた。 

灰化前、灰化後共に骨と類似した赤外吸収スペクト

ルを認めた。 

骨の欠片と推定された。 

この日のメニューは鶏肉のトマトシチュー、キャベツ

サラダ、メロンであった。 

バターピーナッ

ツの異味異臭 

購入して2日後に

開封して食べた

ところ、酸化臭と

苦みがあった。 

官能検査 

 

 

酸価 

 

過酸化物価 

 

開封品1袋と未開封品2袋(①、②)に対して5名で実

施したところ、開封品および未開封品②は異臭を

認めた。なお未開封品①は異臭を認めなかった。 

開封品0.63㎎/g 

未開封品①0.37㎎/g、②0.61㎎/g 

開封品27meq/kg 

未開封品①13meq/kg、②20meq/kg 

カップめん中の

異物 

 

カ ッ プ め ん を 喫

食中に異物を感

じて取り出してみ

たところ、半透明

の薄いシート状

の異物を発見し

た。 

外観 

 

マイクロスコープ 

 

電子顕微鏡 

赤外分光分析 

 

結果 

大きさ68×10mm、重さ78㎎。白色半透明で所々淡

黄色に染まった薄い帯状の異物。 

表面は比較的滑らかで、手で切断した断面は毛羽

立ちを認めた。 

断面には細い繊維の集まりを認めた。 

紙（セルロース）と同様の赤外吸収スペクトルを認め

た。 

紙と推定された。 
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品 名     事故・苦情理由 試 験 項 目         試 験 結 果         

豚肉こま切れ中

の異物 

 

 

購入した肉を調

理して盛り付けた

ところ、プラスチッ

ク様異物を発見

した。 

外観 

 

 

 

 

マイクロスコープ 

 

 

電子顕微鏡 

 

 

マイクロアナライザー

 

 

赤外分光分析 

 

 

燃焼性 

 

溶解性 

 

 

結果 

大きさ16×11mm、重さ66mg。淡褐色で半透明な楕

円形の薄膜状異物。片面の大半は白い結晶状の固

まりが付着しており、削っても剥がれにくかった。異

物は乾燥しているとかたいが、水に浸すと弾力性を

有し、柔らかくなった。 

薄膜部分は細かなシワが寄り集まっていた。白色部

分には結晶のような固まりと小さな空洞を多数認め

た。 

薄膜部分は比較的滑らかであり、全体的に小さな凹

みを認めた。白色部分はざらついており、骨に類似

した数十μmの空洞を多数認めた。 

薄膜部分では炭素、酸素、窒素等の元素を認め

た。白色部分では炭素、酸素、窒素、カルシウム、リ

ン等の元素を認めた。 

薄膜部分ではタンパク質に類似した赤外吸収スペ

クトルを認めた。白色部分では灰化前、灰化後共に

骨と類似した赤外吸収スペクトルを認めた。 

加熱するとタンパク質を燃やしたような臭いを発し、

炭化した。 

薄膜部分および白色部分とも水に不溶であった。ま

た、白色部分は塩酸を滴下すると発砲し、溶解し

た。 

骨の付着したタンパク質の固まりと推定された。 

きんぴら中の異

物（給食） 

 

保育士がきんぴ

ら を 食 べ た と こ

ろ、異物を発見し

た。 

外観 

 

 

マイクロスコープ 

 

溶解性 

 

マイクロアナライザー

電子顕微鏡 

 

 

赤外分光分析 

 

結果 

5個の固まりで長さ約1～3cm、重さは合計で0.37g。

半透明の繊維に淡黄色～薄茶色の直径数mm前後

の固まりが多数付着したもの。 

固まりは、細かい粉が凝集しており、針でつつくとパ

ラパラと崩れた。 

固まり部分は水にはほとんど溶けず、塩酸溶液には

発泡して溶けた。 

酸素、カルシウム、炭素の元素を認めた。 

繊維部分にカルシウムを含む微粒子が付着してい

た。対照品（原料の白滝の保管に使用されていた白

色シート）と類似していた。 

固まり部分は炭酸カルシウム、繊維部分はポリエチ

レンと類似した赤外吸収スペクトルを認めた。 

ポリエチレンの繊維に炭酸カルシウムの結晶が付着

したものと推定された。対照品の一部と推定された。

せんべいの 異

味異臭 

油の酸化したよう

なにおい・味がす

る。 

官能検査 

 

酸価 

過酸化物価 

備考 

4名で実施したところ、参考品（別ロット品）と比べて

油の酸化したような臭いを認めた。 

0.82mg/g 

47meq/kg 

参考品は酸価0.85mg/g、過酸化物価22meq/kg。 
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品 名     事故・苦情理由 試 験 項 目         試 験 結 果         

肉じゃが中の異

物（給食） 

 
 

肉じゃがを児童

が食べていたとこ

ろ、口の中から骨

片様の異物が出

てきた。 

外観 

 

 

 

マイクロスコープ 

 

 

 

電子顕微鏡 

マイクロアナライザー

 

赤外分光分析 

 

燃焼性 

 

結果 

大きさ11×5mm、厚み1.4～2mm、重さ0.1gの乳白

色で不定形な硬い異物。学校側で燃焼試験を実施

したため、異物辺縁の一部が黒く焦げた状態であっ

た。 

片面は鋭利な刃物で切断されたように平滑であった

が、反対面には凹凸が見られた。凹凸面には茶色

い物質が多数付着していたが、水で洗浄すると剥が

れ落ちた。 

所々に空洞部分を認めた。 

酸素、炭素、カルシウム、リン、窒素等の元素を認め

た。 

灰化前、灰化後共に骨と類似した赤外吸収スペクト

ルを認めた。 

加熱するとタンパク質の焦げたような臭いを発し、炭

化した。 

骨の破片と推定された。 

鶏ごぼうごはん

の具中の異物

（給食） 

 

給食を喫食しよう

としたところ、具

の中から樹脂様

異物を発見した。 

外観 

 

マイクロスコープ 

電子顕微鏡 

マイクロアナライザー

 

燃焼性 

 

赤外分光分析 

 

結果 

大きさ7×3mm、重さ15mg、白色の板状の硬い物質

（若干の柔軟性あり）。 

表面に多数の窪みが観察された。 

表面に多数の空洞部分が観察された。 

炭素、酸素、窒素、カルシウム、リン等の元素を認め

た。 

加熱するとタンパク質を燃やしたような臭いを発し、

炭化した。 

灰化前、灰化後共に骨と類似の赤外吸収スペクトル

を認めた。 

骨の欠片と推定された。 

マカロニクリー

ム 煮 中 の 異 物

（給食） 

 

マカロニクリーム

煮 か ら 、 鶏 の 骨

かプラスチックの

ような異物を発見

した。 

外観 

 

マイクロスコープ 

 

 

 

電子顕微鏡 

 

マイクロアナライザー

 

赤外分光分析 

 

燃焼性 

 

溶解性 

 

結果 

大きさ7.5×1.7mm、重さ6mg、白色の骨片様異物。

一部茶色の箇所を認めた。 

異物を拡大して観察すると半円筒状で、内側に薄

茶色～茶褐色の箇所があり、細かな凹凸のある形

状をしていた。一方、外側は比較的滑らかで、多数

の細かいスジを認めた。 

所々数十μmの凹みがあり、さらに微細な凹みを多

数認めた。 

炭素、酸素、窒素、カルシウム、リン等の元素を認め

た。 

灰化前、灰化後共に骨と類似した赤外吸収スペクト

ルを認めた。 

加熱するとタンパク質を燃やしたような臭いを発し、

炭化した。 

水に不溶であった。一方、塩酸を滴下すると発泡

し、溶解した。 

骨の欠片と推定された。 
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品 名     事故・苦情理由 試 験 項 目         試 験 結 果         

ビスケット中の

異物 

 

ビスケットを喫食

していたところ、

小さな石様の異

物を感じた。 

外観 

 

マイクロスコープ 

 

 

電子顕微鏡 

 

 

マイクロアナライザー

 

 

 

赤外分光分析 

 

熱分解GC/MS分

析 

 

 

 

 

 

結果 

 

 

備考 

大きさ6×5mm、重さ88mg。一部黒色であるが、大部

分は淡黄色の不定形異物。 

洗浄後に異物を観察したところ、表面は乳白色で比

較的滑らかであった。裏側の中央部分は大きく凹ん

でおり、その周辺には黒色の付着物が認められた。

大小様々な不定形の粒子が多数認められた。な

お、当所で用意した歯科充填用樹脂（コンポジットレ

ジン）と形状が類似していた。 

乳白色の部分は、酸素、炭素、ケイ素、アルミニウ

ム、ランタン等の元素を認めた。また、黒色付着物

から炭素、酸素以外に銅、硫黄、亜鉛等の元素を

認めた。 

エポキシ樹脂と類似した赤外吸収スペクトルを認め

た。 

異物の一部について加熱して樹脂の成分分析を行

ったところ、当所で用意した歯科充填用樹脂と類似

したクロマトグラムが得られた。その主なピークにつ

いてライブラリによる検索を行った結果、エポキシ樹

脂の成分であるビスフェノールAと光硬化性モノマ

ーのトリエチレングリコールジメタクリレートが検出さ

れた。 

ケイ素およびアルミニウム、ランタン等の金属を含む

エポキシ樹脂と推定された。なお形状および組成か

ら、歯の詰め物の可能性が考えられた。 

当所で用意した歯科充填用樹脂は、成分としてモノ

マー（Bis-GMA、TEGDEMA）、フィラー（表面処理

ガラス粉等）、光重合触媒などを含む製品である。 

サ ン ザ シ 中 の

異物 

 

サンザシを喫食

中、口内に違和

感を感じ、確認し

たところ金属片が

出てきた。 

外観 

 

 

マイクロスコープ 

 

 

 

磁性 

電子顕微鏡 

 

マイクロアナライザー

 

 

結果 

大きさ約3.5×2.0ｍｍ、高さ約2.0ｍｍ、重さ26mg。

半球体の底面に辺縁がギザギザしている板状のも

のが接着した金属様異物。 

半球体は光沢があり滑らかであるが、頂部は窪んで

複数の凹凸があった。水で洗浄した板状部分は光

沢があり、裏側から見ると全体的に様々な大きさの

凹凸や穴が見られた。 

磁性を認めた。 

半球体の下部に数本の溝を認めた。板状部分の表

側は層状になっていた。 

半球体は鉄、クロム、ニッケル等の元素を認めた。

板状部分は鉄、クロム、ニッケルのほかにチタン、マ

ンガン、アルミニウム、ケイ素等の元素も認めた。 

異物は鉄、クロム、ニッケル、チタン等を含む金属と

推定された。 
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品 名     事故・苦情理由 試 験 項 目         試 験 結 果         

ヨーグルト中の

異物（給食） 

 

給食でヨーグルト

を食べようとスプ

ーンですくったら

出てきた。 

外観 

 

マイクロスコープ 

 

電子顕微鏡 

 

マイクロアナライザー

結果 

大きさ約2×0.5ｍｍ、茶褐色の薄い破片状の物質。

紙に貼り付いた状態で搬入された。 

長辺の片側は焦茶色、その他の部分は薄茶色で半

透明の樹脂状であった。 

表面には多数の不定形の凹凸があった。対照品の

ナンとは、表面の状態が異なっていた。 

炭素、酸素、窒素の元素を認めた。 

有機物が焦げて変色したものと推定された。 

パ ン 中 の 異 物

(給食) 

 

給食のパンを喫

食時に口内に異

物感があり、取り

出したところ、合

成樹脂様の異物

が出てきた。 

外観 

 

マイクロスコープ 

 

 

電子顕微鏡 

マイクロアナライザー

赤外分光分析 

 

結果 

備考 

大きさ約2.5×2.5mm、重さ0.5mg。白色半透明で端

が丸まった状態の丸みを帯びた形の薄片。 

水に浸すとやや柔らかくなり、丸まっていた部分を

広げると大きさは2.3×3.1mmとなった。100倍程度

に拡大すると同心円状の隆起線が認められた。 

平行に走る隆起線を認めた。 

酸素、炭素、カルシウム、リン等の元素を認めた。 

当所で用意したアジの鱗と同様の赤外吸収スペクト

ルを認めた。 

魚の鱗と推定された。 

この日のメニューは黒パン、牛乳、あじフライ、ボイ

ルドキャベツ、卵とトマトのスープであった。 

牛肉と玉ねぎと

卵の炒め物中

の異物 

 

自宅で調 理し、

喫食時に口の中

でガリっという音

が し た の で 吐 き

出したところ、透

明なプラスチック

状の異物が出て

きた。 

外観 

 

マイクロスコープ 

マイクロアナライザー

赤外分光分析 

 

結果 

大きさ3×2～7×6mm、重さ7～38mg。ガラス様の透

明で硬い物質5個。 

表面に線状の傷が多数観察された。 

炭素、酸素等の元素を認めた。 

ポリカーボネートと類似の赤外吸収スペクトルを認め

た。 

ポリカーボネートを主成分とする合成樹脂の欠片と

推定された。 

豆腐の異味 スーパーで購入

した豆腐を喫食

したところ、強い

酸味を感じた。 

ｐH 

備考 

①5.1、②5.6、③5.3。 

スーパーに対して、同メーカーの商品を購入した他

の客からも交換の申し出があったため、製造所から

別日製造品を受理し、4検体について検査を行った

ところ、pHは④5.6、⑤5.2、⑥5.3、⑦5.1であった。 

クリームシチュ

ー中の異物(給

食) 

 

給食で提供され

たクリームシチュ

ーに混入してい

た。 

外観 

 

マイクロスコープ 

 

電子顕微鏡 

 

マイクロアナライザー

赤外分光分析 

リグニン反応 

結果 

長さ約33、23、20、12mm、茶色で硬い4本の繊維状

物質。 

異物の幅は0.2～0.4mm、細長い繊維が多数寄り集

まったような状態で、表面には多数の筋があった。 

異物を切断しその断面を観察したところ、蜂の巣状

に穴が多数開いてるのを確認した。 

炭素と酸素の元素を認めた。 

植物（木）と類似の赤外吸収スペクトルを認めた。 

陽性 

植物の繊維と推定された。 
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品 名     事故・苦情理由 試 験 項 目         試 験 結 果         

コーヒー飲料中

の異物 

 

ペットボトル入り

のコーヒーを飲ん

でいたところ、底

の方からプラスチ

ックのようなゼリ

ー状の固まりが

出てきた。 

外観 

 

 

性状 

 

 

 

溶解性 

マイクロスコープ 

 

 

 

 

 

ﾖｳ素ﾃﾞﾝﾌﾟﾝ反応

燃焼性 

電子顕微鏡 

 

 

マイクロアナライザー

赤外分光分析 

結果 

ペットボトルの底に、コーヒー色に染まった細かいゲ

ル状のものが固まりとなって沈んでいた。取り出した

異物の重さは約3.1gであった。 

湿っている状態では柔らかく、弾力と粘着性があっ

たが、乾燥させると縮んで小さくなり、硬い状態とな

った。乾燥した異物に水分を与えると、再び元の状

態となった。 

冷水、熱水、エタノールに不溶であった。 

洗浄後の異物は、半透明で1mm前後の大きさのビ

ーズ状のゲルが、多数くっつきあった形状をしてい

た。乾燥後の異物は半透明で淡黄色をしており、溶

けたビーズ状の樹脂がくっつきあったような形状をし

ていた。表面は光沢があり、ビーズ状物質の大きさ

は乾燥前の半分以下となっていた。 

陰性 

試験管内で加熱すると、黒く炭化した。 

乾燥後の異物を観察すると、表面は滑らかで、真空

乾燥時に中の水分が抜けて出来たと思われる小さ

な穴とヒビ以外に特徴的な構造はなかった。 

炭素と酸素の元素を認めた。 

炭水化物に類似した赤外吸収スペクトルを認めた。

吸水性のある樹脂様物質と推定された。 

フライドポテト中

の異物 

 

スーパーでフライ

ド ポ テ ト を 購 入

し、自宅で喫食

中に白いプラス

チック片様の異

物が複数出てき

た。 

外観 

 

 

マイクロスコープ 

電子顕微鏡 

マイクロアナライザー

赤外分光分析 

 

燃焼性 

 

結果 

幅1～11mm、長さ6～45mm、淡黄色で硬い樹脂様

の固まりとそれが細長く糸状に伸びたようなものが合

わせて9個。重さの合計0.6g。 

表面は不規則に凸凹しており、光沢があった。 

比較的平滑な部分と窪んでいる部分を認めた。 

炭素と酸素の元素を認めた。 

ポリエチレンに類似した赤外吸収スペクトルを認め

た。 

加熱したところ、プラスチックの焦げたような臭いを

発した。 

ポリエチレン樹脂と推定された。 

マカロニクリー

ム中の異物 

(給食) 

 

給食のマカロニク

リームを食べてい

た児童が異物を

発見した。 

外観 

 

マイクロスコープ 

 

赤外分光分析 

 

結果 

大きさ19×7mm、重さ8㎎、白色半透明な不定形の

薄膜状異物。一方向に走る細かいスジを認めた。 

メチレンブルーで染色したところ、タマネギに特徴的

な細胞構造を認めた。 

タマネギ（セルロース）と同様の赤外吸収スペクトル

を認めた。 

原材料のタマネギの一部と推定された。 
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品 名     事故・苦情理由 試 験 項 目         試 験 結 果         

麻婆なす 中の

異物（給食） 

 
 

給食で麻婆なす

を食べた際、異

物 を 感 じ て吐 き

出した。 

外観 

 

 

マイクロスコープ 

電子顕微鏡 

マイクロアナライザー

 

燃焼性 

 

赤外分光分析 

 

結果 

大きさ19×7mm、厚さ4.5mm、重さ277mgおよび大き

さ8×3mm、厚さ1mm、重さ14mg。白褐色の硬い物

質2個。 

表面に多数の窪みが観察された。 

表面に多数の空洞部分が観察された。 

炭素、酸素、窒素、カルシウム、リン等の元素を 

認めた。 

加熱すると、タンパク質を燃やしたような臭いを発

し、炭化した。 

灰化前、灰化後共に、骨と類似の赤外吸収スペクト

ルを認めた。 

骨の欠片と推定された。 

海苔の佃煮中

の異物（給食） 

 

給食で海苔の佃

煮を食べていた

ところ、糸状ビニ

ール様の異物を

発見した。 

外観 

 

 

 

マイクロスコープ 

 

 

マイクロアナライザー

赤外分光分析 

燃焼性 

 

結果 

備考 

幅0.4～1.5mm、長さ6.5mm、青緑色の糸状異物。セ

ロハンテープで封入された状態で搬入された。セロ

ハンテープから異物を取り出し、水およびエタノー

ルで洗浄したところ、青みの濃い色調になった。 

異物は不規則にねじれたり、引っ張られたように入り

組んだ形状をしており、所々薄く半透明な箇所もみ

られた。 

炭素、酸素、窒素の元素を認めた。 

ポリアミドに類似した赤外吸収スペクトルを認めた。

加熱したところ、プラスチックの焦げたような臭いを

発した。 

ポリアミドを主成分とする合成樹脂と推定された。 

参考品のタワシは幅0.4mmで黄緑色をしており、材

質はポリプロピレンと推定された。異物と参考品は

材質等から異なるものと考えられた。 

芋ようかんの異

味異臭 

2名で喫食したと

ころ、1名は異味

異臭に気づき吐

き出したが、1名

は1個半食べてし

まい、30分後に

腹痛・下痢・嘔吐

等 の 症 状 が 出

た。 

官能検査 

酢酸エチル 

エタノール 

結果 

6名で実施したところ、溶剤様の異臭を認めた。 

92ppm 

1700ppm 

異臭の原因物質は酢酸エチルおよびエタノールと

推定された。 

いなりずしの異

臭 

セメダインのよう

な臭いがして、喫

食後舌がしびれ

た。 

官能検査 

酢酸エチル 

エタノール 

結果 

6名で実施したところ、溶剤様の異臭を認めた。 

740ppm 

1900ppm 

異臭の原因物質は、酢酸エチルおよびエタノールと

推定された。 
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品 名     事故・苦情理由 試 験 項 目         試 験 結 果         

樹脂様異物 

（給食） 

 

給食のターメリッ

クライスを口に入

れたところ、口の

中に違和感を感

じ、取り出した。 

外観 

 

 

マイクロスコープ 

マイクロアナライザー

赤外分光分析 

 

燃焼性 

 

着色料 

 

 

結果 

備考 

大きさ2×17mm、厚さ0.4mm、重さ6.5mg。淡黄色で

細長く、両端が尖った花びらのような形をした薄くて

硬い樹脂様異物。 

片面全体に、斜めに平行に走るキズを認めた。 

酸素と炭素の元素を認めた。 

ポリアセタール樹脂に類似した赤外吸収スペクトル

を認めた。 

加熱したところ、溶融し、プラスチックが燃えたような

臭いを発した。 

アンモニアでアルカリ性にしたエタノール溶液中で

加熱しても色の溶出はなく、ターメリック色素（ウコン

色素）は検出されなかった。 

ポリアセタール樹脂と推定された。 

同日、他校でも同じメニューから同様の異物が発見

されている。 

トマトの異臭 トマトが臭くて、

味がおかしい。 

官能検査 

GC/MS分析 

 

結果 

 

備考 

5名で実施したところ、異味異臭を認めた。 

異臭のする皮部分から2-メチルナフタレン0.64ppm

および1-メチルナフタレン0.49ppmを検出した。 

異臭の主な原因物質は2-メチルナフタレンおよび1

-メチルナフタレンと推定された。 

なお、同時に微量汚染物担当に依頼されていた有

機リン系農薬（34種）は不検出であった。 

にんじんポター

ジュ中の異物 

（給食） 

 

給食のにんじん

ポ タ ー ジ ュ 中 に

白色棒状のプラ

スチック様異物が

発見された。 

外観 

 

マイクロスコープ 

 

 

電子顕微鏡 

マイクロアナライザー

 

赤外分光分析 

 

燃焼性 

 

結果 

備考 

大きさ17×1mm、重さ3mg、白色（一部黄褐色）の硬

い物質。 

表面には細かい凹凸や、光の透過する部分が観察

された。端には尖った部分や、不規則な凹凸が観

察された。 

表面に多数の空洞部分が観察された。 

酸素、炭素、窒素、カルシウム、リン等の元素を認め

た。 

灰化前、灰化後共に、骨と類似の赤外吸収スペクト

ルを認めた。 

加熱すると、タンパク質を燃やしたような臭いを発

し、炭化した。 

骨の欠片と推定された。 

この日のメニューはししゃもフライ、野菜サラダ、にん

じんポタージュであった。 

 

【 理化学検査研究課 食品添加物担当 】 
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残留農薬検査（平成26年度 その4） 

当所では、横浜市内に流通する農産物等の食品に残留する農薬の検査を行っています。平成25年度

に検査項目の見直しを行い、農産物ごとに検査項目を設定しました。 
今回は、平成27年1月から3月までに食品専門監視班、各区福祉保健センター及び南部市場食品衛生検

査所より搬入された農産物等の検査結果を報告します。 
 
１ 市内産農産物 

1月に搬入されたこまつな、だいこんの根、はくさい（各2検体）、にんじん及びブロッコリー（各1検体）の

計8検体について検査を行いました。これらの結果を表1に示しました。 

その結果、こまつなからテフルトリンが0.01ppm、にんじんからダイアジノンが0.02ppm検出されました。し

かし、残留農薬の基準値を超えるものはありませんでした。検査項目及び検出限界については表2に示し

ました。 
 

２ 国内産農産物 
1月に搬入されたいちご、しゅんぎく（各2検体）、かぶの根、カリフラワー、ケール、不知火（柑橘類）、だ

いこんの根、プチヴェール（非結球メキャベツ）及びみかん（各1検体）の計11検体について検査を行いまし

た。これらの結果を表1に示しました。 

その結果、プチヴェールからクロルフェナピルが0.02ppm検出されましたが、残留農薬の基準値を超える

ものはありませんでした。検査項目及び検出限界については表2に示しました。 
 

３ 輸入農産物 
1月に搬入されたオクラ、さといも、しいたけ、にんじん及びパプリカ（各1検体）の計5検体について検査

を行いました。これらの結果を表1に示しました。 

その結果、オクラからペルメトリンが0.03ppm、パプリカからイミダクロプリドが0.06ppm検出されました。し

かし、残留農薬の基準値を超えるものはありませんでした。検査項目及び検出限界については表2に示し

ました。 
 
今回の検査で検出された農薬の概要については、14ページの【農薬解説】を参考にしてください。 

 表1 残留農薬検査結果 （H27年1月～H27年3月） 

 農産物 産地 
検 査 

検体数 

農薬検出

検体数 
検出農薬名 

検出値 

（ppm） 

基準値 

（ppm） 

市内産農産物       

 こまつな 横浜市 2 1 テフルトリン 0.01 0.5 

 だいこんの根 横浜市 2 0    

 にんじん 横浜市 1 1 ダイアジノン 0.02 0.5 

 はくさい 横浜市 2 0    

 ブロッコリー 横浜市 1 0    

国内産農産物       

 いちご 茨城県 2 0    

 かぶの根 青森県 1 0    

 カリフラワー 熊本県 1 0    

 ケール 静岡県 1 0    

 しゅんぎく 佐賀県 1 0    

  京都府 1 0    

 不知火 熊本県 1 0    

 だいこんの根 神奈川県 1 0    

 プチヴェール 静岡県 1 1 クロルフェナピル 0.02 10 

 みかん 熊本県 1 0    
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 表1 残留農薬検査結果（続き） 

 農産物 産地 
検 査 

検体数 

農薬検出

検体数 
検出農薬名 

検出値 

（ppm） 

基準値 

（ppm） 

輸入農産物       

 オクラ フィリピン 1 1 ペルメトリン 0.03 3.0 

 さといも 中国 1 0    

 しいたけ 中国 1 0    

 にんじん 中国 1 0    

 パプリカ ニュージーランド 1 1 イミダクロプリド 0.06 3 

 表2 農薬の検査項目及び検出限界 

農薬名 

検出 

限界 

（ppm） 

A*1 B*1 C*1 D*1 E*1 農薬名 

検出 

限界 

（ppm） 

A B C D E

BHC（α,β,γ及びδの和） 0.005 ○*2 -*2 - - - シアノホス 0.01 ○ ○ ○ ○ ○

DDT*3 0.005 ○ ○ ○ ○ - ジウロン 0.01 ○ ○ ○ - -

EPN 0.01 ○ ○ ○ ○ ○ ジオキサベンゾホス 0.01 ○ ○ ○ ○ ○

アクリナトリン 0.01 ○ ○ ○ ○ - ジクロフェンチオン 0.01 ○ ○ ○ ○ ○

アザメチホス 0.01 ○ ○ ○ ○ - ジコホール 0.01 ○ ○ ○ ○ -

アジンホスメチル 0.01 - - - ○ - シハロトリン 0.01 ○ ○ ○ ○ -

アセタミプリド 0.01 ○ ○ ○ ○ - ジフェノコナゾール 0.01 ○ ○ - ○ -

アゾキシストロビン 0.01 ○ ○ ○ ○ - シフルトリン 0.01 - ○ ○ ○ -

アニロホス 0.01 ○ ○ ○ - - シフルフェナミド 0.01 ○ ○ - ○ -

イプロバリカルブ 0.01 ○ ○ ○ ○ - シペルメトリン 0.01 - ○ ○ ○ -

イプロベンホス 0.01 ○ ○ ○ ○ ○ ジメチリモール 0.01 - - ○ ○ -

イミダクロプリド 0.01 ○ ○ ○ ○ - ジメトモルフ 0.01 ○ ○ ○ - -

インダノファン 0.01 ○ ○ ○ - - スルプロホス 0.01 ○ ○ ○ ○ ○

インドキサカルブ 0.01 ○ ○ ○ ○ - ダイアジノン 0.01 ○ ○ ○ ○ ○

エチオン 0.01 ○ ○ ○ ○ ○ ダイムロン 0.01 ○ ○ ○ ○ -

エトプロホス 0.005 ○ ○ ○ ○ ○ チアクロプリド 0.01 ○ ○ ○ ○ -

エトリムホス 0.01 ○ ○ ○ ○ ○ チアメトキサム 0.01 ○ - ○ ○ -

エポキシコナゾール 0.01 - - ○ - - テトラクロルビンホス 0.01 ○ ○ ○ ○ -

エンドスルファン（α及びβの和） 0.005 - ○ - - - テトラジホン 0.01 ○ ○ ○ - -

エンドリン 0.005 - ○ - ○ - テブチウロン 0.01 ○ ○ ○ - -

オキサミル 0.01 ○ ○ ○ ○ - テブフェノジド 0.01 ○ ○ ○ ○ -

オキシカルボキシン 0.01 ○ ○ ○ ○ - テフルトリン 0.01 ○ ○ ○ ○ -

オリザリン 0.01 - ○ ○ ○ - トラルコキシジム 0.01 ○ ○ ○ ○ -

カズサホス 0.01 ○ ○ ○ ○ ○ トリチコナゾール 0.01 ○ ○ ○ - -

カフェンストロール 0.01 ○ ○ ○ ○ - トリフルムロン 0.01 ○ ○ ○ ○ -

カルバリル 0.01 ○ ○ ○ ○ - トルクロホスメチル 0.01 ○ ○ ○ ○ ○

カルプロパミド 0.01 ○ ○ ○ - - ノバルロン 0.01 - ○ ○ ○ -

クミルロン 0.01 ○ ○ ○ ○ - パラチオン 0.01 ○ ○ ○ ○ ○

クロキントセット-メキシル 0.01 ○ ○ ○ ○ - パラチオンメチル 0.01 ○ ○ ○ ○ ○

クロチアニジン 0.01 ○ ○ ○ - - ビフェントリン 0.01 ○ ○ ○ ○ -

クロマフェノジド 0.01 ○ ○ ○ ○ - ピラクロストロビン 0.01 ○ - - - -

クロリダゾン 0.01 ○ ○ ○ ○ - ピラゾリネート 0.01 - - ○ ○ -

クロルピリホス 0.01 ○ ○ ○ ○ ○ ピリフタリド 0.01 ○ ○ ○ ○ -

クロルピリホスメチル 0.01 ○ ○ ○ ○ ○ ピリミカーブ 0.01 ○ ○ ○ ○ -

クロルフェナピル 0.01 ○ ○ ○ ○ - ピリミホスメチル 0.01 ○ ○ ○ ○ ○

クロルフェンソン 0.01 ○ ○ ○ ○ - ファモキサドン 0.01 ○ ○ ○ ○ -

クロルフェンビンホス 0.01 ○ ○ ○ ○ ○ フェニトロチオン 0.01 ○ ○ ○ ○ ○

クロロクスロン 0.01 ○ ○ ○ ○ - フェノキシカルブ 0.01 ○ ○ ○ ○ -

シアゾファミド 0.01 ○ ○ ○ - - フェノブカルブ 0.01 ○ ○ ○ ○ -

シアノフェンホス 0.01 ○ ○ ○ ○ ○ フェリムゾン 0.01 ○ - - - -
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 表2 農薬の検査項目及び検出限界（続き） 

農薬名 

検出 

限界 

（ppm） 

A B C D E 農薬名 

検出 

限界 

（ppm） 

A B C D E

フェンアミドン 0.01 ○ ○ ○ - - ヘキサフルムロン 0.01 ○ - - - -

フェンクロルホス 0.01 ○ ○ ○ ○ ○ ヘプタクロル（エポキシドを含む） 0.005 ○ - - - -

フェンスルホチオン 0.01 ○ ○ ○ ○ ○ ペルメトリン 0.01 ○ ○ ○ ○ -

フェントエート 0.01 ○ ○ ○ ○ ○ ペンシクロン 0.01 ○ ○ ○ ○ -

フェントラザミド 0.01 ○ ○ ○ - - ベンゾフェナップ 0.01 ○ ○ ○ ○ -

フェンバレレート 0.01 - ○ ○ - - ベンダイオカルブ 0.01 ○ ○ ○ ○ -

フェンピロキシメート 0.01 - ○ ○ ○ - ペントキサゾン 0.01 ○ - - - -

フェンプロパトリン 0.01 - ○ ○ ○ - ボスカリド 0.01 ○ ○ - ○ -

ブタフェナシル 0.01 ○ ○ ○ ○ - ホスチアゼート 0.01 ○ ○ ○ - -

ブタミホス 0.01 ○ ○ ○ ○ ○ マラチオン 0.01 ○ ○ ○ ○ ○

フラメトピル 0.01 ○ ○ ○ - - メタベンズチアズロン 0.01 ○ ○ ○ ○ -

フルシトリネート 0.01 - ○ ○ - - メトキシフェノジド 0.01 ○ ○ ○ ○ -

フルバリネート 0.01 - ○ ○ ○ - メビンホス 0.01 ○ ○ ○ ○ ○

フルフェナセット 0.01 ○ ○ ○ - - モノリニュロン 0.01 ○ ○ ○ - -

フルフェノクスロン 0.01 ○ ○ ○ ○ - ラクトフェン 0.01 ○ ○ - ○ -

フルリドン 0.01 ○ ○ ○ ○ - リニュロン 0.01 ○ ○ ○ ○ -

プロシミドン 0.01 ○ ○ ○ ○ - リンデン（γ-BHC） 0.002 ○ ○ ○ - -

プロチオホス 0.01 ○ ○ ○ ○ ○ ルフェヌロン 0.01 - ○ ○ ○ -

プロピザミド 0.01 - ○ ○ ○ -        

*1  A：オクラ、ケール、こまつな、しゅんぎく、にんじん、パプリカ、プチヴェール、ブロッコリー 

B：かぶの根、カリフラワー、だいこんの根、はくさい C：さといも D:いちご、不知火、みかん E:しいたけ 

*2  ○：実施、-：実施せず 

*3  DDTはp,p'-DDE、p,p'-DDD、o,p'-DDT及びp,p'-DDTの和 

 

 

【農薬解説】 

○イミダクロプリド 

『アドマイヤー』などの商品名で販売されている殺虫剤です。特にハモグリガ類に効果があり、従来の殺
虫剤に抵抗性のある害虫に対しても効果があります。 

平成26年度に実施した検査において、こまつな（市内産）やほうれんそう（国内産）、かぼちゃ（メキシコ産）
からも検出されました。 

○クロルフェナピル 

『コテツ』などの商品名で販売されている殺虫剤です。多くの野菜に適用があり、従来の殺虫剤に耐性が
ある害虫に対しても効果があります。 

平成26年度に実施した検査において、だいこんの根やだいこんの葉、なす（市内産）、トマト（国内産）か
らも検出されました。 

○ダイアジノン 

『ダイアジノン』などの商品名で販売されている殺虫剤で、広範囲の害虫に効果があります。残効期間は
短いとされています。 

○ペルメトリン 

『アディオン』などの商品名で販売されている殺虫剤です。茶、果樹、野菜などの主要害虫の防除に使
用されます。 

 

※参考文献 

・社団法人日本植物防疫協会, 農薬ハンドブック2011年版 

【 理化学検査研究課 微量汚染物担当 】
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感染症発生動向調査委員会報告 3月 

 

全数把握の対象 

【3月期に報告された全数把握疾患】 

コレラ 1件 急性脳炎 1件 

パラチフス 2件 劇症型溶血性レンサ球菌感染症 2件 

E型肝炎 2件 後天性免疫不全症候群（HIV感染症を含む） 8件 

レジオネラ症 3件 侵襲性肺炎球菌感染症 6件 

アメーバ赤痢 6件 梅毒 3件 

ウイルス性肝炎 1件 風しん 1件 

カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 1件 麻しん 1件 

１ コレラ：1件の報告がありました。フィリピンでの経口感染が推定されています。 

２ パラチフス：2件の報告がありました。どちらもミャンマーでの感染が推定されています。 

３ E型肝炎：2件の報告がありました。どちらも国内での経口感染が推定されています。1件では豚生レバー喫食

歴が確認されています。E型肝炎の感染経路は、いわゆる途上国では患者の糞便中に排泄されたウイルス

による経口感染が主で、時に飲料水を介する大規模集団発生が報告されています。一方、日本をはじめ世

界各地では、E型肝炎は動物由来感染症として注目されています。ブタのE型肝炎ウイルス（HEV）感染が世

界各地で報告されており、日本国内の調査でも2～3カ月齢のブタの糞便からHEV遺伝子が高率に検出さ

れ、出荷時のブタ（6カ月齢）の抗体保有率は90％以上でした。HEV遺伝子は、出荷されているブタレバー

からも検出されており、注意が必要です。 

◆E型肝炎（国立感染症研究所） 
４ レジオネラ症：肺炎型3件の報告がありましたが、それぞれ明確な感染経路等不明です。各症例について引き

続き感染経路等調査中です。 
５ アメーバ赤痢：腸管アメーバ症5件と腸管外アメーバ症1件の報告がありました。腸管アメーバ症の5件のうち4

件は国内での性的接触（うち同性間が1件、経口・異性間が1件、詳細不明が1件）による感染でした。残る1

件は感染経路等不明でした。腸管外アメーバ症の1件はタイでの同性間性的接触による感染でした。 
６ ウイルス性肝炎：B型肝炎の報告が1件ありました。性的接触による感染が推定されています。 

７ カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症：1件の報告がありましたが、院内集団感染等はありませんでした。 

８ 急性脳炎：1件の乳児の報告がありました。アデノウイルスによる感染が推定されています。 

９ 劇症型溶血性レンサ球菌感染症：2件の報告があり、1件は40歳代で血清型はA群（咽頭炎からの移行が疑わ

れています）、もう1件は70歳代で血清型はG群（感染経路等不明）でした。 

10 後天性免疫不全症候群（HIV感染症を含む）：無症状病原体保有者5件、AIDS 2件、その他1件の報告があり

ました。6件は国内での同性間性的接触、1件はタイでの異性間性的接触、残る1件はインドでの感染が推定

されていますが感染経路不明でした。 

11 侵襲性肺炎球菌感染症：6件の報告がありました。70歳代以上が3件、60歳代が1件、10歳代が1件、幼児が1

件でした。幼児は3回ワクチンを受けていましたが、他は予防接種歴を確認できませんでした。 

12 梅毒：無症候期が2名（どちらも性的接触による感染

で、1件は同性間、もう1件は詳細不明）、早期顕症

梅毒Ⅱ期が1件（同性間性的接触）の報告がありま

した。すべて国内での感染が推定されています。梅

毒は全国的に増加しており、厚生労働省では注意

喚起のために「梅毒に関するQ＆A」をホームペー

ジに掲載しています。横浜市内でも近年男女とも増

加傾向にあり、男性では同性間性的接触、異性間

性的接触ともに増加傾向にあります。 

≪今月のトピックス≫ 

 A群溶血性レンサ球菌咽頭炎の報告が多い状況が続いています。 

 梅毒の報告が近年増加傾向です。 
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13 風しん：40歳代男性の報告が1件（臨床診断例）ありました。ワクチン接種歴はありませんでした。 

14 麻しん：30歳代男性の報告が1件（検査診断例）あり、バリ島での感染が推定されています。ワクチン接種歴は

ありませんでした。 

 

定点把握の対象 

１ インフルエンザ：第12週は市全体で定点あたり2.15と、減少が続いて

います。 

２ A群溶血性レンサ球菌咽頭炎：第12週は市全体で定点あたり2.61と、報告の多い状況が続いています。 

３ 伝染性紅斑：第12週は市全体で定点あたり0.46ですが、区別では泉区2.00、瀬谷区1.50で報告が多くなって

います。 

４ 性感染症：2月は、性器クラミジア感染症は男性が30件、女性が11件でした。性器ヘルペス感染症は男性が5

件、女性が16件です。尖圭コンジローマは男性4件、女性が2件でした。淋菌感染症は男性が15件、女性が

2件でした。 

５ 基幹定点週報：マイコプラズマ肺炎は第9週0.50、第10週0.25、第11週0.33、第12週0.67と、継続的に報告さ

れています。感染性胃腸炎（ロタウイルスによるもの）は、第9週0.50、第10週0.75、第11週0.67、第12週0.67

と、報告が続いています。無菌性髄膜炎、クラミジア肺炎、細菌性髄膜炎の報告はありませんでした。 

６ 基幹定点月報：2月は薬剤耐性緑膿菌感染症1件の報告がありました。メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症、

ペニシリン耐性肺炎球菌感染症の報告はありませんでした。 

 

【 感染症・疫学情報課 】 

 

平成27年 週－月日対応表 

第 9週 2月23日～3月 1日 

第10週 3月 2日～3月 8日 

第11週 3月 9日～3月15日 

第12週 3月16日～3月22日 
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２ 病原体定点からの情報 

市内の病原体定点は、小児科定点：8か所、インフルエンザ（内科）定点：3か所、眼科定点：1か所、基

幹（病院）定点：4か所の計16か所を設定しています。 

検体採取は、小児科定点とインフルエンザ定点では定期的に行っており、小児科定点は8か所を2グ

ループに分けて毎週1グループで実施しています。また、インフルエンザ定点では特に冬季のインフル

エンザ流行時に実施しています。 

眼科と基幹定点では、検体採取は対象疾患の患者から検体を採取できたときにのみ行っています。 

 

＜ウイルス検査＞ 

3月に病原体定点から搬入された検体は、小児科定点46件、内科定点15件、基幹定点8件で、定点外医療

機関からは2件でした。 

4月10日現在、ウイルス分離25株と各種ウイルス遺伝子34件が検出されています。 

表 感染症発生動向調査におけるウイルス検査結果（3月） 

主な臨床症状 

 

 

分離・検出ウイルス 

上

気

道

炎 

下

気

道

炎 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 

咽
頭
結
膜
熱*

１ 

胃

腸

炎 

発

疹

症 

不
明
熱
・
筋
肉
痛 

アデノ NT 
       

1       

アデノ 3型 
   1    

 1      

アデノ 4型 
   1    

       

インフルエンザ AH3型 
  8     

       

インフルエンザ B型/ビクトリア 
1  2    1 

       

インフルエンザ B型/山形 
2  8     

       

パラインフルエンザ 3型 
       

1  1     

パラインフルエンザ 4型 
       

 1      

ヒト メタニューモ 
       

7 6    1  

ヒト コロナ 
       

1 1 2 1    

単純ヘルペス NT 
1       

       

ライノ 
       

3 3 1     

ボカ 
       

1 1      

ノロ 
       

    1   

合計 
4  18 2   1 

14 13 4 1 1 1  

上段：ウイルス分離数／下段：遺伝子検出数、NT：未同定、*1：アデノ感染症含む 

【 微生物検査研究課 ウイルス担当 】 
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＜細菌検査＞ 

3月の感染性胃腸炎関係の受付は、基幹定点から34件、その他が3件で、サルモネラが33件、腸管出

血性大腸菌（O157:H7,VT2)、パラチフスA菌、コレラ菌（エルトール小川型）がそれぞれ1件ずつ検出さ

れました。パラチフス菌はミャンマーへの渡航者から、コレラ菌はフィリピンへの渡航者から検出されまし

た。小児科定点からはありませんでした。 

その他の感染症は小児科からが4件、基幹定点から7件、その他が149件でした。A群溶血性レンサ球

菌2件（T1、T型別不能）とG群溶血性レンサ球菌1件は劇症型レンサ球菌感染症の患者から検出されま

した。 

表 感染症発生動向調査における細菌検査結果（3月） 

感染性胃腸炎 

 検査年月  3月  2015年1月～3月 

 定点の区別  小児科 基幹 その他*  小児科 基幹 その他* 

 件 数  0 34 3  0 40 9 

 菌種名         

 腸管出血性大腸菌    1    3 

 チフス菌        1 

 パラチフスA菌    1    4 

 サルモネラ   33    33  

 コレラ菌    1    1 

 不検出  0 1 0  0 7 0 

その他の感染症 

 検査年月  3月  2015年1月～3月 

 定点の区別  小児科 基幹 その他*  小児科 基幹 その他* 

 件 数  4 7 149  12 15 199 

 菌種名         

 A群溶血性レンサ球菌 T1  1  1  3  4 

  T4  1    3   

  T28      2  3 

  型別不能  2  1  4  1 

 G群溶血性レンサ球菌    1    3 

 メチシリン耐性黄色ブドウ球菌   2 15   6 15 

 バンコマイシン耐性腸球菌       1 1 

 Legionella pneumophila        1 

 肺炎球菌    6   1 26 

 Neisseria meningitidis    1    2 

 結核菌    117    117 

 百日咳        1 

 その他   5 4   7 8 

 不検出  0 0 3  0 0 17 

＊：定点以外医療機関等（届出疾病の検査依頼） 

T（T型別）：A群溶血性レンサ球菌の菌体表面のトリプシン耐性T蛋白を用いた型別方法 

 

【 微生物検査研究課 細菌担当 】 
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表1 平成27年3月 アクセス順位 

順位 タイトル 件数

1 横浜市インフルエンザ流行情報13号 6,787

2 クロストリジウム-ディフィシル感染症について 3,481

3 案内リーフレット 3,279

4 B群レンサ球菌（GBS）感染症について 3,097

5 衛生研究所トップページ 3,092

6 横浜市感染症情報センター 2,625

7 EBウイルスと伝染性単核症について 2,609

8 リステリア症について 1,977

9 サイトメガロウイルス感染症について 1,972

10 インフルエンザについて 1,963

データ提供: 市民局広報課 

衛生研究所WEBページ情報 

横浜市衛生研究所ホームページ（衛生研究所WEBページ）は、平成10年3月に開設され、感染症情報、

保健情報、食品衛生情報、生活環境衛生情報等を提供しています。 

今回は、平成27年3月のアクセス件数、アクセス順位、電子メールによる問い合わせ、WEB追加・更新記

事について報告します。 

なお、アクセス件数については市民局広報課から提供されたデータを基に集計しました。 

1 利用状況 

（1） アクセス件数 （平成27年3月） 

平成27年3月の総アクセス数は、104,224件でした。主な内訳は、感染症情報センター70.7％、食品衛生

4.8％、保健情報6.8％、検査情報月報2.6％、生活環境衛生2.4％、薬事0.7％でした。 

（2） アクセス順位 （平成27年3月） 

3 月 の ア ク セ ス 順 位

（表1）は、第1位が「横浜

市インフルエンザ流行

情報13号」、第2位が「ク

ロストリジウム-ディフィシ

ル感染症について」、第

3位が「案内リーフレット」

でした。 

 

3月の総アクセス数は、

前月に比べ22％ほど減

少しました。今月の1位

はインフルエンザ流行情

報でしたが、インフルエンザは今月に入り、終息に向かっています。2位のクロストリジウム-ディフィシル感

染症は、老人や免疫機能が低下している人たちに多く発生します。また、4位のB群レンサ球菌（GBS）感染

症や8位のリステリア症、9位のサイトメガロウイルス感染症などは、健康な妊娠・出産のために注意したい感

染症の一つです。3位には、12月に開所した新衛研に対する関心から、案内リーフレットが入り、12月以降

アクセス数が増加してきています。 

 

「横浜市インフルエンザ流行情報13号」に関連する情報 

http://www.city.yokohama.lg.jp/kenko/eiken/idsc/rinji/influenza/2014/rinji13.pdf 

 

「クロストリジウム-ディフィシル感染症について」に関連する情報 

http://www.city.yokohama.lg.jp/kenko/eiken/idsc/disease/clostridium1.html 

 

「案内リーフレット」に関連する情報 

http://www.city.yokohama.lg.jp/kenko/eiken/gai-inf/pdf/leaflet.pdf 
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（3） 電子メールによる問い合わせ （平成27年3月） 

平成27年3月の問い合わせは、1件でした（表2）。 

 

表2 平成27年3月 電子メールによる問い合わせ 

内容 件数 回答部署 

異物混入の件について 1 感染症・疫学情報課 

 

 

2 追加・更新記事 （平成27年3月） 

平成27年3月に追加・更新した主な記事は、7件でした（表3）。 

 

表3 平成27年3月 追加・更新記事 

 

【 感染症・疫学情報課 】 

掲載月日 内容 備考 

3月 3日 感染症に気をつけよう（3月号） 掲載 

3月 5日 アメリカ合衆国のこどもの定期予防接種について 更新 

3月 5日 アメリカ合衆国の大人の定期予防接種について 更新 

3月10日 横浜市衛生研究所における飲料自動販売機 設置事業者募集についての質問回答書 掲載 

3月12日 インフルエンザについて 更新 

3月19日 横浜市における麻しん患者届出状況（2014年） 掲載 

3月30日 ◆パンフレット◆ ロタウイルスによる胃腸炎はワクチンで予防！ 更新 


